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本州、四国、九州、国外では中国大陸西部に
分布する。岐阜県においては飛騨地方および
美濃地方西部と東部に分布する。

本種は大木の樹上で生育するため、大木の伐
採が減少の要因となる。また、園芸用に採取さ
れるため、低い箇所の着生株は残っていな
い。

生育環境の保全、創出と採取の制限。
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ヤシャビシャク Ribes ambiguum  Maxim. 絶滅危惧Ⅱ類

（環境省：準絶滅危惧） ユキノシタ科

大部分の生育地で生育条件が明らかに悪化し
つつあり、個体数が大幅に減少している。

写真（後藤常明）

高さ1mほどの落葉低木。葉は円心形、長さ幅
ともに3-5cmで1-3cmの柄をつけ、葉縁は3-5
浅裂し、裂片が鈍頭で欠刻状の鈍鋸歯があ
る。直径約1cmの淡緑白色の両性花は5数性
で1-数個束生する。葉や緑色の液果に毛があ
る。

発達した温帯林のブナやミズナラなど老木上
に着生し、4-6月に花をつける。熟した果実は
鳥など小動物の餌となり、腐葉土が積もる太
い枝の分岐した所や腐朽した窪みに運ばれた
種子が発芽、生育する。地上で発芽したもの
は種子が熟す前に枝ごと他の動物の餌とな
り、成木になることは少ないものと推察される。


